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ばれいしょの生 f~H 生態学的研究

第4?長 メド育・収量に及ぼす地温の良一3響

中世古公男・由田宏一・古田 稔

(北海道大学J}l学iIi!:食川('1物学教主)

Physio-ecoloεical studies in potatoes 

IV. lnfluence of the soil temperature on growth and yield 

Kimio NAKASEKO， Koichi YOSHIDA and Minoru YOSHIDA 

(Department of Agronomy， Faculty of Agriculture， 
J-Jokkaido University， Sapporo， ]apan) 
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緒 日

!'!物の'j一行 JならびにJIJ.:，¥:11， メj:tfWm¥j，いにおけ』るX

ì~t 11 射R，降水 ~tt~);の 34匁 LkI fのさt1i});こよって大きく

fしれされるカに Jil!illl¥もまた司 rH系のfcj主， i主水分のH及~J.

等 i ニJJ える ~f~;l.~~通して 'I~ff . ~x ht ¥こlえばす影祥はき

わめて大きL、。 J也干lmに着生する塊主l'、lに|日j化庁物を品、

h'iするばれいしょにおいては， J:~~己の叶え(j'ゴな tillLl品J係

の‘まかiこ， Ju包illl'd工J鬼主のJf;U見・ 11巴大， I般tj}ulliおよび!日jJJ

ltあるいは 2 次生長守に Ir(j刻印な;;引:~~どもたらす。した

がってばれL、しょにおいては， f実-I'HI 物の場合と 1l~な

リ， J也il1lU工以九;;性を交配する主要気象内 fのひとつとい

える。ニのような山むからばれいしょの'I:.tf.収JAとj白

血との11l係について'11.くヵ、らii:刊され，研究似合もきわ

めて多い。たとえば，応および恨のJCi守とJiliillllとの関係

，二ついては TOOSEY(196:¥)， 塊引f%見・肥大とj也jilliと

の関係に関しては SLATER (196:¥)および BUSHNELL

1196:>)によって契約されている。また杉ら(1953)は;zLililt

ならびにj也iflltの，ilmft1'1に及はす相対的影辞について桜山ー

しており，段近，YAMAGUCHIら(196:1)およひ EpSTEIN

')9661の研究により， 'I:ti' ~J. :1~: と Jil! ìllll との関係につい

て新たな知I~よ泊、 J)IIえられ〆たの

しかしながら，これらの研究1;児以はポット去りifによっ

て件られたもので， しかもl汲られた生育段階にl'hlする場

合がiまとんとであり， Jil!vlllの経lI!j的， ;.(~flll的交J) リミに|対し

て;;t司、IYjな点、が多い。本研究11ニの点に着目し， hli¥J坊決

Ji;条竹下iこ5段階のj也i14処理Iベをぷ(，t，塊11と;形成始!りlよ
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1)村iiJ，';jltJlにいたるn¥l，数¥"1の11:1111':1.，iM ~t ~行 tr.\ 、，ノドH;W(

析的子iムを!日いるニとiこ上って， J也?11I~の経lI 'jl'J'J ， ;;:;q占的

士1)~~の解 iリ]を試J;..た。その品11 ， ~~，興味ある 2，九の知l 見合

内たのでけltfずる。

材料及び方法

'I I.! L主 l~川村H予j爵符」を{jL試し 5JJ9 1lに ftl'({、 j':十たc

j也illliのJ引をは/)11熱丹jとして屯然温床紡l，冷t，1I汗]としてヒ

ニーノレホースに水道広合通水したもの合川いて行なっ

た。これらは納付けliijに地下20cm1 ニあらカミじめ白\t {~i し

ておいた。 +~ft((術度111111111 ，，\ 75 cm，株間40cm (:¥:100 +t/ 

10 a)で， !iIliI!巴111:¥主lOaちり!iif[安30kg，位干j40kg， Iiif[ 

加40kg~全世丸山j巴として施)刊した。その他のがげ毛方法

は際iil¥fJI防法によった。

処.PJ!i乏の構JjJ(;1工無処rWIベ(C)， 'i;¥"ll'j ;j，)白水合通4えした

{11地ilutlメ:(L)， UI:~jtl! 'd.!: し夜ntH1通ぶした込尚，ld1\J也r!Ili

民 (H-L)， )'tl'，':j 伐 j1\:.J也 illlUさの Ji立のJ長j'F~行なった民低{欠

1¥:jJil!illlUz¥: (L-H)，性{交通屯した1':;jJil!illlUK(H)の日l51えで

ある。 J虚1E，J必ノkのきりかえは 811!}と 17n!fに行なった。

またl也iln¥.処理WJI1司は 7JJ 2 I1 (塊ネ;形成始)VJ)から 9JJ 

1:1 I1 (村i州知J)，こいたる約70111i¥jである。処J1liJtJll:司'11に

おける芥|丘の、IL均j也iI"t(J也下lOcm)は Table1にがすよ

うに尚地iI"Uベ，主主j1¥::.夜尚j也ilillい'_)tt尚夜i氏j也iI"U:6:， J!I.r，処

型1'1メ:， j1\J也ìl"t l2<:の)l~\，こ i泊く t子 j品した。

7 JJ 2 Uから約2!l!i1i司ことに会処理|三より 9111.jf小企仇i

取り， 主主あ(，とJ三および与とi忽{を，JM1f.， さらに必主，地

下 ;"jj;(似じよびLH校)および塊主に分目iJVU本国:を¥1とほ
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Table 1. Soil temperature (OCI at 10 cm 

under soil surface in experi-

ment periods 

Treatments July July Aug. i¥ug 
2-17 18-:n 1-12 1:¥-25 

孔1ax 19.9 22.1 23.7 20.2 

Control (C) Min. 17.8 20.4 21.0 17.li 

Mn. 18.8 21.2 22.4 18.9 

民1ax 17.5 19.4 20.1 19.:1 

Low (L) Min 14.4 lli.8 17.:1 15.0 

Mn 15.9 18.1 18.7 17.2 

乱1ax :lO.:l :12.1 同12.:1 :12.2 

High IH) 孔1in. 29.8 :1l.5 ‘l2.0 :ll.行

Mn :10.1 :¥1.8 :l2.l :1l.9 

Max 2:1.村 25.9 27.0 ~:tH 

Hi只h-L川、 (H-L) Min 19.0 20村 2l.:l 18.2 

Mn. 2l.:l 2:¥.:1 24.2 21.0 

Max 2fi.O 27.:1 28.7 25.9 

Low-High (L-Hi Min. 2:1.5 24.9 21i.2 2:1.1 

孔1n 24.7 21i.1 27.4 24.5 

{そ.8(n:でイ!)48!I'jl:\Liili!1，~位以し"吃物，f(<左下l、il¥llL tこの主

fこす、luiWu，ilI.iJ'七は1'1動能l而WiWYJi決[t'ri:¥二ょったの

結果および考察

1 地上部の生育に及ぼす地;昆の影響

1) 地上部乾物重ならびに葉面積指数の推移

作|メ:の州f小、引也l:;';j;乾物，f(o，jj(f各企 Fig.1にノl、LtニA、

これによると‘ W~J也1/，，\1メ:司 J!IY，処J'I'I;([ゴ J: び， Jll~r'， ':j 1乞低Jli'.iI，，¥

lベH¥jの行i移乙l 工ほとんとノ1'f::)I~点、江く、 1 !t)j (7 ) J 18 11，処

J'['.tiIJ/dîfを~!) 2;思|吋¥"1)iこ1u大iニ注L.III 1tJ! (8 ) J 1 11， 'IlL 

.l'日間的役不)li 週間Iliまでニの111'(仕組.1¥しその後減少し

f二o --jj，'::jJl包i!II:.liえ:i工 IIJtJl 18)J 1 I1‘ 'JI1J'j'llIl始i交的 4;I{l 

1:¥11-11にuiJ(i二j主L，その111(は I' ，;~ :11天と h王i孟l'iJf'，'I史ーで

あったが liij(乏の't.1iが劣りやや爪!l)jが'，'主った。これ

にぱL，HI1i.:WI'::jJli'.i!，，¥I.><:i主処J'l!!口Iliii、1汁二おける'HiはI~ :J 

Jli'.i!"t[)どといl十J，j也の :l¥Z，二劣るが，処J'I'.!日i後、1'，二行けーる'1:

ftがjミで‘ III則以後i工作u白川15<ーとIliltJiのHi移合ノJ、したσ
次i二抗!ilIW指数のjHfちを Fig.8i二!Iじれ これ M二【tる

と， jキ|メの依l函ft'lのJH移は間体、"IJ也lニi';¥;¥!l:物In;ニお;十る

と{王、主奴tf以Lt二信lli'J泊、えられるが，日'iJli'. iI"U'><:: H ，-til 0， 

，J'，lHII!y1tJli二「州、ても(也の 4[互に比し{氏く経j@したニと均、

41徴的である。また，iri.Jぷ二j主してからの束。の十ii1: i) .[;'" 

度i工作fjの}Iれたい低夜，'.4iJ也iI"U><:合|徐き，、lλ均j也?Il¥¥.のI'I:J

< Hj@Ltニ l正ほと大であった。その払li~~ ， *-栄枯i)，';I!tJIi主
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Notc: Same symholぉ usedthrouglト

。utall !igures 

{JU也iI，，'，15{，1111:'IlLJ'['.¥メおよびI，H1¥:(淀川j也i/IIHメ.u):lいが9)j

1211， H，'::ij乞I¥¥:J也?lll¥1ベ泊、 9Jl 8 11， ，'::jJ也iill¥.lメーが 9)Jli I1 

とたった。

u、 1.. の.1:う M 二、 j也 1'.ií1j乾物，f(，ならびに ~'SI(lj 打l\二)えはす

J li'. ìl，，\の h}~~t.t~(i }Il~ f父:10"(''"，1立えるj/小'::iJtiJ.llll¥1メMこtil、て必

ぷ〉ら，れるカ、， 1Ii-2rc の ;1む\lf1 I~J で l 土ょをの ~;\.;~!.Ul~，工小である

ものと考えられるつ

21 地上部乾物率ならびに地下部乾物率

.wむこJtiJ.iI"li主h!J，jj'll.及)IJにおげるfl!.の'I)'I'.I'!'.)険ii8，1: 
1)';;\，ノ'j(ギ「コ上び札~~，の'ÍcjtNI'lなと i こ [il";千Ji L ， これらが

j也|今日|γI:Tf:山ニ 1: 別主 1'1'-):二 tjl';1'~するものと考えられる c

そニで司 H似{の 4氷C う分〉ド1吸叫JIJ カ‘寸引(1"υJ 妥釘[自似的|ド内〈サJiに二 til';千判'YI~ -J企~ J攻えiば王寸 とi巴よどi、iJわ、

JれLるr従;λj1J川I
亨のニとカ通いえるづ i. 1'::ωi以j也iHlLL川仙lHA山，Uメ.<:に二[，バ;十る}半拡と~従(川川日山~1;乾立物ふ本ド.，

い j"iれ1υの〉川f代fl叫iド内'j!川1り別11:句二二 hi.、ても{也の 4処1'1'.1)互の!点能川乾物

4Z;二lヒL，'，':iく記長j@-j-る。 ii. ， '::jJ 也ìI"IM~ ~，: I泳く 4 mJlIW~て

i主， jJ\;)也ìl IlU><~i ニお;十る1I， 1II J切の草川;乾物〆1~<企除いて

処PIU:\j;'nJ~i土小である。 111 降水 lA:が少なく乾燥条1'1 下

に粍，~\li古Ltニ処J'IlIHV，れから 1 ItII (Fig. :3) iニf孔、て、 ti;1:乾

物本と、|λ均J也fln¥.との1:¥](こ0.9耐の[1'.のイj丘(1~も 'K i\lJ な

HIr¥司WIf系がd、められる。
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社むこ 1む孟寸彩~Wli 切 j らかでな L 、が、 JUl.卜日，1;位物'ft(J~ ¥&. 

M徐いた 11~! 伎， lltをf付S)はL、ずれの"i:，ji'fll'jlt!¥におし、て

も処)1 j! 11~ ノ1二が小で， )也?lu¥.との11'，]:こは -iiの傾向が認めら

れ!:r.iJ通った。

2， 塊茎肥大ならびに収量性に及ぼす地温の影響

1) 個体当塊茎乾物重の推移

W~体、''1塊与え:乾物恨の1((移合 Fiε1 IこっL、て'-'-ると，行

w'SII!!，(とも処)l11JtJJlltjの lìíj 、 lとはほ(土 11'1先制ドjに 111大する。 I~~j

j山 illJLI人が i也の\)(~;二比し子やi氏く紙j品するカ‘w'Jljlll¥¥ J¥': J"~は

小ざいυLjJ 、 L ，処S' j! JtJJIi\Jの伶JtJJiこは処刑j~j7~~ 1Ji~が次第

にlりlら泊、となる。すなオフち， 1'，:1)也illILIベは1IIJP¥I二故大iこ

j主 LtJiを i王とんと W:IJIIを /J~ さな L、。これは1'，':jJ也illltt互に「ま

いては他の 41心ニ比 L~I\I'1 ヵユ l' まることによるものと与

える。 宇)j， f氏j也iI，，l!2<:および!!'.I:W，)1jリ丘は II)tJIIJ、らIIl)切

においては幼 i引を物'I(のW:IJllf'，'I立が大であるが，そのfを

はn;引えとなる。主 fニ itl'，liíXf氏J也 il\l\.lメ:および 1，i: l1~íえ I'，~i)也11111

1メJ工IVJtJJまで11'1線1'i':Ji二i行大Ltこの

2) 個体当塊茎体積の推移

Fig.4にi鬼与によじ民より Jt"!:'C，iしたfI川付、、IfIJ鬼宅(小fi1のJH移

合ノJ' した。 l'ìJ\ 治ニ iり]らかなように守処)1j!!)(~の行i 移の十五

j¥¥i土J:;i!与え.乾物吊の助合iこm似している。しj)込l，!を)tJlに
おげる処理IiIJ不兇i主流宗tJ吃物'1!:に比しいちじるしく小3

L 、。これら合要するにj也HIllのJ;i!!f:)肥大に双iます影替は司

l'iJ化)!(J句のみ1'1'1としての乾物のT;':)くについては大である

が，交存体としての体的のi14大には小であるといえる。

ばれL、Lょの'1'.)'1'.'-1 '. f，虫学的研究
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3) 平均 1個薯重および薯数の推移

似体、lI¥.l:J担*-{ノドh'!1主平均 1(j，'~;拘{村fi と斡:数に比例する。

そニで、|よ均 1fI司')0{，f;HiにRl、''Iする 'IL均 1{¥<'，1強1ftのHi移合

Fig.5 についてみると，処理問的(~'þ，tiが進むにしたが

このようーニー芸能川乾物本についてみても lìíjJf[の ~S

lfii ft'1に Iすけると I ， ;J 様に，t;j)1l!ìI"U)(~において地iluLの m.;~~~~が大

であった。ニれほ水分l吸収iニ「すげる過 1~~jJ1l! iMの 1i\L'. IH'I JtJ

によるものと考えられ，杉ら (1953)もjl1Mしているよう

に，尚lIu¥.v二よる恨の機能障;どに起悶するものであろう。

しかしながら， ""~J也iI"U互において， {也の 41心こ比し処JIP.

開1I:1¥'!'¥'、ちじる u 、1'1 二\'，の乾燥状態か li.\g~ されたこと，

また乾燥条I'!干ーでj也Nut とIj'~ ， '(j)乾物ヰf との liljに IEの+l 11 j!，J~J

it:が託、められることから， 1白'jJUl.iI山こより土決合プドネが減

少しこれかi汎芹的に1'1用する彩枠も大であると考えら

れる。また，降水 i立および 1. 身、1:にfの土11~水分合伝ネIこ

影符を及はすS<¥匁l刈fの変動によって， '¥'.Dに及ぼすj也

l1lの影響も!異なることが推測される。

EpSTEIN (1966) は本'j~験の処理!り!I日liニ十LI討する当:ft

段階iこっL、てj也HIllのぷ呉が消形質に及ほれ13千平について

調1fL，恨 ;'~1~乾物屯は1O.6~22.20C の;，垣間内で地Hll\ とれ

の関係， 22.2 ~29.0oC では 11:の関係があること， またj也

Il.lは恨系の是正1分イjJに影響することを椛合している。本

実験に I乱、ては恨の詳細な調伐をうれ附したため， J1l!iI"lの

Fig. 3. 
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L 、次第に処J1I!間近異が大となり， J也Íl'u\.が r~:l し、 l丘ほと低く

経過 Lた。すなわち地?llltの県稲(ドJ士ÎJ~~がみられる。そし

て処理後!切には平均 1(阿草寺中ーとの11tlに怖政なれの村l関[!fJ

係が認められるにいたる。これに 1;，[し、決数(:!:Jç主 i1\:.佼 r~--;)

1也 llul[x~を除く 41三|吋において，処理開始後約 4 週IL~blに

ほぼ .-)iとなり，子0)J也[lJLの討'i¥'、区ほと多く， j也rMと半年
数との間にはlEの1Tl間関係が」なられる (Fig.6)0 i，i:l氏伐

!日iJ也11;[[1又では IV)引lまで半年数がl行大しあlじける点がiU.jさ

れる。これは同区の地「て，:;Hの'tnが)It;l1JR，Jを九、Ltこニと

と|渇.i'liL，日夜地ilniの逆処理の結!記;によるものと考える。

以上の~II く， 、平1ドi-j均勾1fi，例[1阿J川'，1'袈誇 f休1本1ドi占h杭~ (と、|ドL .t均勾 1(例問~諮2片注f:走)ならび

にl習i泣主数に及iは孟すl地也i品h

1 (似側V凶附4ピ4普砦法法一休I杭iktにA具対:すIして{れ'[， 答数に対して正の;j]('Jであるた
め，個体当塊主体h'lとしてみた場合には|付，11'，が相殺され，

その影響は認め難くなる。

4) 澱粉価の推移

{殿粉!ilfiに及ほす地{llIiの影響についてはもっともil:日す
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べき ~["1 リミが 1[} られた。澱粉!illiの Hf 移~Fi日 7 について久

ると，処Jllil乏がJ:2j目11tH工作|メーともほI王[1'(線「抗jに大と lt

1) ，処理11~ ，\j'もも小で Jæìl"l との I:~;二-'どの傾 1(']1主 ;L~， ;h ら

れないが，的 4j~l:日日以僚からは\fJl x な処Jll!i出発異を示

した。すなわち，低地il，，'d.t(J;上ひ月H，処J11'.l>(I土継続的i二次

第に "'~J くなり， 6j~lltlHiニ上|岐にj主L，{民j也il，，'dメJi持i処

理|足よりもややll;iく経過しえがら以後その似合持続する

推移をノj;す。これに反L，{i~尚伐低J也Ìllli区 l 土 4 週間 1I か

ら付jlo¥il:tln，日Wi.lえ，:;jJ也iI"l[;{および!日'iJ也ii"l[;;((工 Zj llQ l:~ 1I 

から iij~I:\J日にレたる 1/りかえって次第に低下する傾I(仕

示L，その低下の引!見ーはj也{llliのl匂いiζほど大であったっ

さらに， iij!!lll同日以iを枯祝日切にL、たる1::]， これら :>1:>(の

澱粉!ilfiはii}び上昇する術移を示した。これら各1;>(の澱粉

uniの惟移とl也{llliとの間には， 4 週間日以後L 、ずれの凋 ~i

II'yWIにおいても省政なれのHJ閃関係泊、ある。ニれi土地tA

がr'riJいほど呼吸によるii'jれの程度が大であるニとを/j;唆

しており，塊茎乾物毛にみられたi愛知!の処慰問差異もニ

れらと関述していると考えられる。

5) 収量と地温との関係

待処理区の塊jよ収量を Table2に示した。これiこよる

と塊芸収民は1w、処理l丘および低j也i1ui区間ではほとんと庄

がなく ，1J雨夜{民地iM区および民低f交白地ill1i区は無処理

区に比 L約 10%減少し，i¥'，SJail"l[z<:では約:-lO%減少uニ。
澱粉収荒についてみると，処理主~1l;1'1' の平均Jt!äl"lの品、

|メ:ほと小で， Jt!llli[lと省政なれの相関が認められ， lf;i地温

12<:では無処理|互に比しが)40%も減少した。 また，地ili

と澱粉!illiおよび、F均 1(同事fiRとの問にはi'l，j也市と例f*
、'/)持数との間にはIEの'ifi絡なw関関係が何られた。
6) 2次生長と地温との関係

高j也I1山ニよって 2次生長が語、発されるニとは多くの研

4先.{?'iVニよってt児らカ斗こさhてL、る。ノ4三{珂ヲt.~こおいても，

処理開始後6jJ.\l ll司 H より民白夜{氏地t~t区，昼{民夜fる地温

区およひ、，:司J也IITi¥J;><:の 3区において 2次生長塊jよか出現
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Table 2. 1nfluences of soil temperature on tuber yield 

Yield components Control Low High High-Low Low-High 

Starch yield (kg/10 a) 579 (100) (jOO (104) :158 ( 6:2) 500 (8(j) 47:1 (8:2) -0.99** 

Tuber yield (k話IlOa) 4:1:2:， (100) 4:284 (99) :1ll3 (7:2) :¥759 (87) :¥905 (901 -0.94* 

Starch value (%) 1:¥.4 (100) 14.0 (104) 11.5 ( 86) 1:¥.:¥(99) 1:2.1 (901 -0.97*ネ

Mean weight of a tuber (gl 94.0 (100) 98.9 (105) 51.0 ( 54) 86.1 (9:2) 7:2.:3 (771 -0.99** 

No. of tubers per plant 1:¥.8 (100) no( 94) 18.:3 (13:1) 1:¥.1 (95) l(i.:2 (117) 十o町村
Ratio of second growth Ir，) :36.1 6.1 19.1 

Note. ( ): Relative value 

r: Correlation coefficients between mean soil temperature and each yiclcl component 

米 Significantat 5 r，. level 
件 Signi五cantat 1 % level 

L.そのiを次第にil¥fJ!ヰ切ミ大となった。 Table:21ニ/J、「

ように以後!切における 2 次生長本は ri~J~':j 伐低 j也 illlll~:I :t

6.1%， \1:低仮，'，~;íJ也 illlHえは 19.1%， ，viJlliilll"¥2<は :l6.1%であ

り， 処理知llh1'Ilの、ド均Jlliillll:2:1~:11 .5'C の;Iili\!~で J1!J. illll と

1Eの制限]関係がなられた。またIlj}J!した 2次ノ1.1との大/;i:

分:i!，lの伸長したもので，塊tが:2iうくl下.)，ニ11巴大したもの

はわずかにiLEめられるね度であった。

3 乾物生産と地温との関係

Fig.9にf宇佐iの純H化ギ (NAR)のHt移をノJ、した。 二

h，こよると， 1話l也illllJKのt宅同化斗(117)J IIij!()J (処里p開始~

l 時11から後!¥)J(1 lt)J~ II Wllに上HL， 8) バJII前ii泊iil則tJ切)月J(仰II!t卯則1り別j月J~

I1I1即矧肌0羽則j) iに二 ，I"~I，~欣敬iにニ低ドしている。 1氏J也?lú\.区および無処)11'.

~:::t 7 )1 i長期lに一次的 Mこ低ドするが 8)JIIijl¥JJには1:外

L， 8 JJ後期lにはII}ひ，f:'l，?放に{氏ドするJH移 ~/Id-。また，

ニれら:21孟11りでは低地illllJ三が1!(f:処Jll!1正に比しI~-Jl く経過し

た， HR~夜，'MM，lJ丘は!日〔処理区とほとんと l'íJ様に経過し

たが， 8月IIIj!()Jから{愛l¥JJにかけての低下のれ度は無処理

比二ltし小であった。さらに民l誌イ1(1氏j也illl¥.[2'...1主7JJ lIijM 
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から SJJ liiJ1t1Jにカベ jて次Jかニ低ドL， SJHを!日1;こは kケl

rる1{1干名'(]:プノj、LtニO
ニのιJヒ:う抗tナえみ仁cK;1わl宅削砂I引'TIl'ilí化ヒ十ギ〈のノぺ);司す-jfí今移の 1ば~ill州4刊Iiほ山工むl位;吃物11いj!桁i巨むそ勺引iI~七主皮

(に仁GR刊)についてもd

らの|限閃主均l 係係~~企f ノlβ1すと Fi以旦 10 のようになる。 乾物'I:'Pi"!臼lE

l 工純l'iJ 化本と ~'Sl(iîfú指数のHli二よって夫わ三れるから，

I"JI可lより吃物11'.J!I')lU[iニ)えi王すJttilμ〉J3予1.111i ， :!iS I ilifj'l 

にお1-)-るよりも1;，nhiJ1ヒヰ.qニおlt る tJ(;~t'~l~ の }j古川上り I]IH く

!ぷ!I~( .'<れるニとがj フカ‘る。純 1 1iJ1ヒヰ~Ii~"，の光(TJ)見iitJ)の

ほかに，日Lの jil;iニ対する ~Iュ J{;{ì l災以'(í (主として!よおよ

び塊引の 1，1:0)刈{i，:)1二 J{; 合成r，:~Trの呼吸:01(，および'ii.(:， 

I(ü ft'i討の佐の ，T(~ .¥との([1'(によって変動する。 L泊、して

j也 nll~が純 l'iJ 化4、しこりえる tjf;~~~のもっとも大きいと考えら

れる安内は塊半;の|呼吸本であり， Fig.7，こもlリjらカ‘なよ

うに， ;~役t5JúIliと Jttil，，'，との 11 \jにはれの 11]間関係が認められ

るから司 ，~口叫J

iにこよつてii'jけj、Eすす』る'ji万刈与引刊τ;11合カが1大になるものとf向t午さjれ1るO また

Fig.ll に ;);-1- ように ~'Sの 11tiこえすする塊芸品;の割合は，

生育 4ミ1P1 ，"ゴ除~， I~~五 J也iI"t! I(が{也の 41メJニ比しやや低く経

過しながらも，件処Jl~II\Jの;'f:%は小であった。さらに 7千

件 TfU~j )g]))1jの純l，iJ化〆与とj也{Iu¥.との|州内こついてみると，

8 JJníj!tJIに純 lilJfヒネと J1!! il"l との II~にれの相関がAられる

ほかは，一定の傾 I(肋 v認められない。また，~J也i!.，t!出二お

ける純l'iJ化〆ドの行i移は他の 41ベの111移といちじるしく只

えるニとはliij述した。 LたがってJttil"lは塊誌の1呼吸本iこ

及はす影響ばカ‘りでなく，光合成能力その他純|寸化ユネを

構成する要国にもhr)枠合与えるものと考えられる。

摘要

形成始J~I より t，'íi) ，':IJ別にいたる|訂継続して処Jlj!;y行い， j¥!l 

lI;'，IM ttの市，'i~~イ~/1 ， fffi何十八一的i二考察した。

:2.地l山~J上". i;i~ \二攻iはヱすj地也 ;H!lHltlの;影i予;1;宇刊，~II~(は土， 民伐 31幼IYCてをr地え
るj過品I川:日山Jむ'jJ地白ωiH削JlL“lutt包K壬丘ι"一行しい、て大であ jり)， 主主主Lの乾物ヰ〈が I~:1く， '1 

fTが劣り ， 完烈爪)¥)卯り別!初カ、'1'ゾ'.~ま主 る位似II(ムl肋、通勺川iルL♂2

の;組i侃悶屯剖1)問!泊H引|内付で(は工討b影巳千枠，~~:は主 '1ト、γずで三あつた。

:1. J也干 t;i~塊 Jよいこついては， 、VY.JJ也illI\.泊、 '~:J¥，、ほど、ド均

1 f削減屯は小となるが，弾犯〔がW:Jmするため，品目以と L

てfI，'~体、 111塊 !f; fイ\Hiiこ :1J也 ì'lnLの版予.111 工あらわれてニ ls:. いc

しカ込 L 司 'V.j0)J也?llItが I'，':j くなる(王と;~伐材~Júlliが接点汽に侭ドす

るため， ;Jj投おHIJ.:，¥:i二fヨL、ては処Jlj![l'，j;'(e)'!~がいちじる L く

大となった。

4. 乾物生川速度 (CGR)に及はすj也tluLの}j[;枠11.主

I(UW指数 (LAI)i ニ t~lt る上りも純I'iJ化本 (NAR) ;こじ;干

るお1'~~の hカ B より強く 1>i:!1リとされた。
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Summary 

In the present report， e妊ectsof soil temperature 

to th巴 topgrowth， tuber bulkinεanel ory malter 

procluction of potato plant were investigated. A 

variety， Irish Cobbler， were planteo in the field and 

the plants were kept unoer 5 temperature conditions 

of the soil， 17H， 20.30， 22.80， 25.r anel 31HC， starting 

from tuber initiation to maturity. 

At 3L50C， the top growth inclicatecl by the amount 

of clry matter ano/or the LAI was most limited， 

while ory matter content of leaf ancl stem were the 

highest. In other series of the low temperature 

range， at 17.50 ~ 25.70C， regaroing to the top growth， 

no signi五cant clifferences were observed between 

them 

'1'0 the soil temperature， tuber growth responded 

L 本研究はJ也ill品;Ifれいしょの生TI，~~I に塊ネ;!It:大 more sensitively than the top growth. Mean weight 

と IríJ 化J!lé 物の転流 .~Wiこ)えはす影符をゆj らかにする 7ニ of single tuber ano its starch value oecreased witb 

め，男同議を供試し 5段階のj也illli処理13:.を:没け， ~鬼平 the increaseo soil temperature， ancl this trend was 
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emphasized by the lapse of plant growth. Number 

of tubers per plant increased with increase of soil 

temperature. 

It was revealed that there was a negative correla-

tion between yield of tuber and mean soil tempera-

ture. 1t was also pointed out that the second growth 

of tubers was induced at 22.80_:l1SC. 

The time trend of the NAR was different among 

5 conditions of soil temperature. The NAR was 

recognized to be po出 itivelycorrelated with the CGR. 


